
平成２０年度定例第４回理事会議事録  期 日 平成２１年３月２０日（金）９：３０～ 

場 所 敷島公園陸上競技場会議室 

１ 開会  

２ あいさつ  

３ 出席確認 理事総数５４名 出席４２名、委任８名 計５０名 理事会の成立 

４ 議長選出 森会長代行 

５ 報告事項 

（１）日本陸連・関東陸協 

日本陸連 １２月理事会後開催されていない 

３月２３日 旧評議委員会 その後新評議委員会 

   関東陸協 １月に理事会 来年度主催大会・行事検討 年鑑に掲載 

関東中学駅伝 １２月に渋川で行われる 

横浜国際女子駅伝 関東陸協選抜 ３位 快挙 

（２）事業報告 

① 総  務 年鑑参照 上毛スポーツ賞 印刷に間に合わなかった受賞者について 

② 財  務 特になし 

③ 競技運営 理事会承認の内容 全国小学生交流大会 ２１年度は 国立 → 横浜 に訂正 

     デジタルデータによる競技会申込＋一覧表ＦＡＸ送信 紙だけでの申込は不可 

     審判員個人カード【 訂正】少年少女駅伝：３月６日→３月７日 

     桐生西高校 加藤審判部長あて 提出 

     本年度のルール改正 詳しくは県リレーカーニバルの審判講習会で 

    高さの競技 同時競技申込 パス扱いではなく無効試技扱い 

    投擲種目 身体保護の目的であれば指や肘等へのテーピングは可能 

    日本記録が樹立された場合、２４日以内にドーピングテストが行われる 

    小旗の使用を極力制限する方向で  

    シードレーンを試行的に 

    審判手帳の管理徹底 事件の予防   審判員のサングラス着用：総務の判断で許可 

    昔のルールを忘れてほしい…選手に不利益にならないように 

    春の大会の申込 期日を守って 群大競技会はまだ間に合う 

④ 強  化  思うような結果が出せず皆様に歯がゆい思いをさせて申し訳なく感じている 

             深く反省し、研究し次年度頑張りたいと思う 

             小学生では２人の日本一が出た 国体候補選手も頑張らせたい 

⑤ 普  及  来年度から強化・普及協力によるアンダー１２・１５・１８のイベントを関東４県で持ち回り 

（３）中体連・高体連 

中：２２年度から リレー 都県選抜チーム→学校対抗 ３００名近く出場選手が増える 群馬は２４年度 

高：関東選抜新人ではお世話になりました。スケジュール訂正 関東高校新人 神奈川→千葉 

（理事長より）グランプリ・群馬リレーカーニバル：スバルが広告協賛から降りる  

ライスカップ駅伝：ＪＡ協賛も限界 大会が継続できるよう努力していきたい 

（４）その他  ２０年度審判手当 後で受け取り 

         関東中学駅伝 渋川市の大会とのバッティングはない 

６ 協議事項 

 第１号 平成２１・２２年度群馬陸上競技協会役員案について 

     会長は１２月の理事会で中曽根会長の続投が承認、理事長は会長より指名があり、現理事長の再任 

（理事長より）３期６年が終わろうとしているが、皆さんのご協力があってここまで来られたことを感謝している 

事務局に関しては、土木課から直接的な退去の連絡はないが、新年度からはより対応のしやすい体制を心掛ける 

 第２号 その他 昨今の経済情勢を鑑みて、競技会運営に関してスポンサー等の動きがある 


